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皆さん、こんにちは。また、このたびは50周年
記念ということで、誠におめでとうございます。
私自身は長らく東南アジアの研究をしておりま
すが、今日お話し申し上げますのはその中からい
くつかのエピソードをご紹介して、若い学生諸君
に何か、啓発というか、ささやかな刺激になれば
と思うのと同時に、皆さんの中から、私どもと一
緒に何か仕事ができる人が一人でも出てくれば、
と願ってお話しします。
私が大学院を出て、東南アジア医療情報センタ
ーというところに就職をいたしました時代では、
ほとんどの方が「東南アジアの研究なんかやって
どうするんですか？留学でもして学位でも取った
ほうが良いんじゃないですか？アメリカやヨーロ
ッパに行ったほうが…」というのが常識でござい
ました。
しかし、何となく東南アジアに惹かれまして、
東南アジアの情報を収集し分析するという仕事を
選んだわけです。その後、筑波大学に 10年間奉
職いたしまして、そこで私自身のスポーツ、ある
いは体育というものとの本格的な研究活動として
の関わりが出てきたわけでございます。
実際に東南アジアのフィ ールドに出ましたの
は、20代後半からですけれども、その後 30代半
ばから、１年にたった１回ですが、だいたい３週
間ぐらいタイの田舎に行きまして、データを集め
始めました。そういうデータが５年ぐらい経って
蓄積してきて、論文か何かがちょっと書けるよう
になると、研究費が少しはいただけるようになり
ました。そして今ではかなり大規模な調査隊を毎
年繰り出しております。
昨年は60日間、フィールドに出ております。主
に、タイの山岳少数民族の人たちを対象にした調
査そしてミャンマーの諸民族、そして最近ではネ
パールを加えてこの三ヶ国が、現在のフィールド
でございます。それではスライドをお願いいたし
ます。
皆さん、「SEA GAMES」という言葉を聞いた
ことがございますか？スライドの画面はインター
ネットで二日前にダウンロードしたものですか
ら、皆さんのパソコンからも見えるわけでござい
ます。一度ぜひちらっと見てください。東南アジ
アでは「オリンピック」という言葉よりは「アジ
ア大会」。 さらに「アジア大会」 よりは、 この
「SEA GAMES」というものが、彼らにとってよ
り身近で、誰でも知っている大きなスポーツイベ
ントでございます。
何年か前に、タイではインターナショナルボク
こどもとスポーツ教育の未来
大妻女子大学教授
大澤　清二
プロフィール
1976年に東京大学大学院修了、 教育学博士、Southeast Asian 
Medical Information Center、筑波大学体育科学系講師を経て、
1989年から大妻女子大学人間生活文化研究所　行動疫学部門教授。
現在、日本発育発達学会理事長、発育発達研究編集委員長、日本体育
学会理事、大妻女子大学家政学研究科長、文部科学省国際教育協力イ
ニシアティブ（学校保健分野）代表研究者。
シンポジウム 105
が、実際には伝統スポーツと言いましょうか、東
南アジア圏にある固有のスポーツは、４種目ぐら
いしか行われていないんですね。残りの種目は全
部、ヨーロッパ、アメリカを主とした、いわゆる
近代オリンピックの種目でございます。
なぜそうなったのか、ということを皆さんにも
お考えいただきたいと思います。そこで話題を一
つご紹介いたします。1970年にアンダーソンと
いう、タイ人の女性でアメリカ人と結婚なさった
方が、76年に中部タイで、「子どもの運動遊びに
はどんなものがあるか」ということを調査をした
ことがございます。だいたい500種類の伝統運動
遊びがある、というふうに専門家の間では言われ
ておりますが、その中で、現実にかなりメジャー
なものだけを、ここに挙げました。これは一つ一
つ解説をすると時間がありませんのでスキップい
たしますけれども、70 年代の調査の段階では、
ちょっとは見られた遊びの種目が 70年代にはあ
ったわけです。ところが 86年には、学校の先生
や何かに聞いて回ったのですが、この時には既に
アンダーソン調査の項目というのは、ほとんどが
なくなっているわけです。つまり、この間は十数
年間しかないのですが、大変な勢いで伝統的なス
ポーツや遊びというものが、タイですら、この当
時になくなっているということです。
そして、日本発育発達学会が発行しております
「子どもと発育発達」という雑誌がございますが、
その中に掲載をいたしました中から、ここに抜粋
をいたしました。ここにはたくさんの遊びの項目
がずらずらずらっと並んでいます。これは、どう
いう並びかというと、さっきの 80年代半ばに私
どもは「タイの遊びに関するスポーツ地図」とい
う本を作りましたがその中の項目でございます。
約90を取上ております。
ところが 1998年に、この項目が、実際にタイ
のフィールドで行われているかどうか、というこ
とを調べました。 そうすると、 いかがでしょう
か？縄跳びとかゴム跳び。自転車乗り、陣取り、
タクロー。これはセパタクローと言ってますね。
シングの金メダリストが出て大きなニュースにな
りました。しかしオリンピックは放映権の問題も
あって、今ひとつ盛り上がりません。何といって
も、このSEA GAMESは身近です。SEA GAMES
に出たりすると、村を上げて応援してくれるよう
です。
またミャンマーにはNational statstics yearbook
というのがございます。この統計年報にスポーツ
統計という部分があります。そこには何とオリン
ピックやアジア大会のデータは全く収録されてい
ません。全てSEA GAMESのデータで埋め尽く
されているのでございます。
皆さん、いかがでしょうか。「SEA GAMES」
という言葉を聞いたことがある方、ちょっと手を
挙げていただけますか。
ここではさすがに何人かの方がおられますがし
かし１％にもなりません。これぐらいSEA GAMES 
というものは、我々日本人には縁遠い存在であり
ます。つまり、これで何を言いたいかというと、
スポーツというのは非常に明確な地域性を持って
いるということです。我々が考えているスポーツ
の世界というものは、必ずしも普遍的ではないと
いうことを知っていただきたいと思います。
私たちは東アジア圏世界に生きておりますが、
東アジア圏についての私達自身の意識が、ちょっ
と乏しいですね。中国の方と話していると、彼ら
は東アジア圏に対する意識が非常に強いようで
す。我々はむしろどちらかというと、ヨーロッパ
やアメリカに視線を注いでいるように思います。
そこで、目のつけどころをちょっと変えて、これ
からは東南アジアにも目を向けていただきたいと
思います。
SEA GAMESでインターネット上では51の種
目が行われていることが分かります。ベトナム、
ラオス、そしてミャンマー、タイ、カンボジア、
フィリピン、ブルナイ、マレーシア、シンガポー
ル、インドネシアというような国が参加している
わけですね。
SEA GAMESは51の種目からなっております
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と呼んでるわけです。これは竹馬という一つの非
常にわかりやすい、遊びの文化財というものを取
り上げて調査をしたわけですね。おそらく、他の
遊びでも急速に同じような変化が起きているの
だ、と思うわけです。
それで、そういう現象を大まかに考えて、こう
いうふうな同心円のモデルを、私は考えてみたわ
けです（図１）。これは疫学の概念をそのまま転
用して、ある学会で発表したものです。まず同心
円の真ん中にあるのは、ある小さな地域だけで行
われているスポーツです。これをエンデミックス
ポーツと呼びました。
これよりもうちょっと広い範囲で行われている
スポーツ、たとえば東南アジアだけで行われてい
る、たとえばセパタクローやムエタイ。今、日本
でもやる人がいますね。そういうのはエピデミッ
クスポーツと名付けます。
そしてサッカーのように、全世界で行われてい
るスポーツをパンデミックスポーツというふうに
名付けます。これは何を意図しているかと言いま
すと、一つの提案でありますけれども、エンデミ
ックスポーツというものはエピデミックスポーツ
となかなか両立しないです。より広い地域で行な
われているエピデミックスポーツに、時代と共に
それから「警察と泥棒」（これは、日本語風に名
付けたんですけれども）それから、かくれんぼ、
卓球。こういうようなものだけになっておりまし
て、大半はもう既に行われていないのです。
つまり遊びというのは、恒久普遍にずっと続く
ものではなくて、めまぐるしく入れ替わっている。
そしてしかも近年では伝統的なものが、急速にな
くなっているということが、タイという比較的、
我々に馴染みのある国で起きているわけでござい
ます。おそらくこれはミャンマーでもラオスでも
カンボジアでも同じ状況であろうかと思います。
次は、私どもが今からもう 15年ぐらい前にタ
イのウボンというカンボジアとラオスの国境沿い
の県で竹馬に着目いたしまして、その竹馬が、ど
れぐらい普及しているのかというのを調べたもの
です。体育の先生に「竹馬を知ってるか？」と言
うと、「もちろん知っている」「作れるか？」「も
ちろん作れる」。すぐ作っていただきました。
そしてその学校で高校３年から小学校１年生ま
でを対象にまず「竹馬を知っているか？」「どう
いう乗り方ができるか？」ということを調査した
ことがございます。
すると、中学校５、６年生、つまり高校２、３
年生は、男の子は63.6％が竹馬に乗れているわけ
です。しかし、中学１、２年生になるともうなん
と2.3％で、小学校５、６年は、全くいません。
つまり、今から 15年ぐらい前の時点でも、竹
馬は大人は作れるけれども、子どもたちは作れな
い。子どもたちの中でも、中高生はある程度乗れ
るけれども、小学生は、もう乗れない。しかも小
学校の低学年は知ってもいないということです。
これは発達に伴って、できるようになったのでは
ないかと思って、いろいろ調べてみましたが、そ
うではなくて、本当に「消えていく」ということ
がわかったわけです。
そして、現在では、この地区では竹馬というも
のは、もう存在すらしていないのでございます。
民俗学的には「竹馬」というのは「高足」と書く
のが正式でございますけれども、私たちは、竹馬
図１　スポーツ分布の位相構造
（大澤浩二，風土と遊びと体力，体育の科学40巻７号より）
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はありますけど、日本とタイでは、簡単に言って
しまうと、そんなに差はないわけです。
図３はシャトルランです。これは日本のスポー
ツ少年団が作ったテストです。それをタイ全土で
やったわけですが、その時のデータの一部をプロ
ットしたものです。シャトルランもあまり変わら
ない、ということがおわかりいただけると思いま
す。
図４、ソフトボール投げです。日本のスポーツ
のテストと同じですね。ボールを投げることに関
しましては、圧倒的に日本の子どものほうが、こ
の時点では良いのです。
ここで一つの見方を提案したいと思います。運
吸収されていってしまいます。さらにエピデミッ
クスポーツは、パンデミックスポーツに吸収され
ていってしまう、という傾向があります。
つまり、惑星運動を考えていただくとわかると
思いますが、たとえば大きな質量を持っている惑
星の周りに小さな惑星があった場合は、たとえば
月が地球の周りを回るように引き付けられてしま
う、とでも言ったら良いでしょうか。つまり、私
たちがミャンマーやネパールで見届けている小さ
な遊び、あるいはスポーツというようなものは、
国際的なスポーツに取って代わられてしまうわけ
です。
その理由は、たとえばムエタイは徐々にインタ
ーナショナルボクシングに取って代わられていま
す。なぜならば、インターナショナルボクシング
であれば、たとえばオリンピックに出てちょっと
有名になったりしますと、たとえば金メダル選手
なんかは何億円などという金額を寄附受けること
ができる。一方、ムエタイの選手では、強くなっ
ても、経済的にそうは恵まれません。
今から十数年前にタイではロンリエン・キラー
という、国立スポーツ学校ができました。最初は
入学定員に対して 40倍ぐらいの猛烈な競争率で
ございました。私の友人も校長になったりなんか
しております。
そこで採用したスポーツで、このエピデミック
なスポーツはムエタイだけでありまして、あとは
全てヨーロッパ、アメリカから出てきたオリンピ
ック種目のスポーツであります。つまり国にとっ
ても、国際化の手段として、これは明らかにそち
らのほうに向う傾向にあります。
私たちはタイで運動能力テストをしたことがあ
ります。だいたい 30種目ぐらいやっているんで
すがその中で、日本でも行われているものと比較
したことがあります。
図２は上体起こし運動です。グラフの見方は、
右に行くほど年齢が高くなり、上に行くほど記録
が高いという意味ですね。黒丸がタイの子ども、
白丸が日本の子どもです。これによるとデコボコ
図２　上体起こし運動
（Ohsawa.S et al, Ubon Child Motor development study, Fuji 
Technology press, 1993）
こどもスポーツ教育学科開設フォーラム108
んな砲丸投げのプッシュアップみたいにボールを
投げるんですね。その先生も、そうしか投げられ
ないんです。私はこれは模範演技をしておいたほ
うがいいかなと思いまして。私はそんなに上手で
はないんですが、中学生までは野球少年だったん
です。
それで、ボール・スローイングの見本を見せた
んですが。彼らは目を見はっていました。全く運
動様式が違うんですからね。しばらく練習をして
もらったんですけど、結局は、すぐには誰もでき
るようにならなかったんです。そのことと、次の
ことは大いに関係があります。
先ほど「スポーツ地図」を作ったと言いました
動能力テストというのは、人間の身体資源を使っ
て、そこにスキルというものを付け加えた一つの
パフォーマンスです。いわば、生物学的な能力を
そこでは評価している部分だ、というふうにも考
えることができます。「にも」と言いましたのは、
ちょっと意味がありまして、それだけではないと
いうふうに私は思うのです。
少々横路にそれますが、やはり15年ぐらい前に、
日本で言えばちょうど、国士舘大学とか、筑波大
学に当たるんでしょうか、タイにも体育学部があ
りままして、ソフトボールの授業を見てびっくり
しました。
誰もきちんとボールが投げられないのです。み
図３　シャトルラン
（Ohsawa.S et al, Ubon Child Motor development study, Fuji 
Technology press, 1993）
図４　ソフトボール投げ
（Ohsawa.S et al, Ubon Child Motor development study, Fuji 
Technology press, 1993）
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目一つしか、ボールを投げる運動様式を持った遊
びを見出せませんでした。
その後もあっちこっち探し回りましたけど、結
が、その中に「馬の背のボール投げ」と言われて
いる遊びがあります（表１、図５）。タイにある
500種類ぐらいの運動遊びの中で、僅かにこの種
表１　タイ伝統遊戯・スポーツ地図
（佐川，國士，大澤著　大妻女子大学人間生活科学研究所刊．1998年）
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それからウボン・ラチャタニーというところ
ですが、馬の背ボール投げそのものは、もう
ほとんどなくなっております。
しかしボール・スローイングの能力という
ものは、おそらく、バレーボールやバスケッ
トボールその他のボール競技が学校教育を介
して入り込んだことによって、多分良くなっ
ているのではないか、 というふうに思いま
す。
もう一つ話題を提供させていただきます。
時間がないので端折りますが、表のマトリッ
クスを考えます（表２）。スポーツの種目を
タテに並べる。そしてたとえば野球なら、野球と
いうスポーツのルールの中に潜んでいるシステム
要素と言いましょうか、たとえばコートがあるか
とか、ないとか。何人制であるとか、投げる要素
があるか、とか。コンタクトプレーがそこにある
か、とか。シューティングというファクターが入
っているか、そういうそのスポーツの構成要素を
ヨコに並べていきまして、タテに競技名をずっと
並べます。そして該当する項目をチェックしてい
きます。「ある」「ない」を、評価するわけです。
これをクラスター分析にかけたものが、次の図
６です。そういたしますと、たとえば陸上競技の
グループの中には、スピードスケートとかローラ
ースケート、あるいはスキーというような、一つ
のクラスターが見られます。この辺では、フィー
ルドアスレチックと乗馬、水泳、ヨットが１つの
グループとしてクラスタリングされておりまし
て、似たもの同士が要するに集まっているという
ことです。
そこで、たとえばこの中に、セパタクローのよ
うな伝統的な種目を、もし入れたとすると、間違
いなくこれは、皆さんも常識でわかるでしょうが、
国際式のボクシングが同じクラスターに分類され
るでしょう。このことはどういうことを意味する
かというと、ちょっと方向を変えて、来週から、
「僕はインターナショナルボクシングに転向しち
ゃおう」とういうことができ易いわけです。
局タイでは、「ボールを投げている」という局面
は、その伝統遊びの中では、これしかないのです。
最近ではバレーボールやバスケットボールが学校
教育を介して入っておりますから、いくぶん変わ
ってきてはいるとは思いますけれども、このこと
と、実は先ほどの、決定的に日本人とタイ人が投
能力が違う、ということの原因になっているとい
うことを、知ったわけです。
そこで私は、こう考えました。我々が生物学的
な発達や成長と言っているものの中で、こういう
スキル要素が多分に入っているものは、非常に文
化的要素が強いということである。つまり、文化
依存性を我々はある意味では評価しているのであ
りまして、決してタイ人がボールを投げる能力が
ない、ということではなくて、そういう運動様式
の文化がないというか、乏しいということでもあ
ります。そういうふうに考えたのです。
実は、男性と女性のボール投げの成績も、言っ
てみれば生物学的な性差と考えがちですけれど
も、必ずしもそうではなくて、女の子たちがボー
ルを投げる、そういう文化というものが極端に男
の子より乏しいと理解した途端に、我々の発達特
性を見る目というものが違ってくるだろうと、こ
ういうふうに私は考えたわけです。次は、男性の
ボール投げの経験率の分布図です。タイ全土で調
べておりますが、最近では、２つの地点で観察し
てます。北のほうのチェンマイというところと、
図５　馬の背のボール投げ
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表２　スポーツ種目の特性の数量化
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あるいは場合によっては、タクローの選手がバ
レーボールの選手に転向する、あるいはサッカー
の選手に転向するという形で、冒頭に申し上げた、
より優勢なスポーツに取り込まれて、どんどんパ
ンデミック化していってしまうということが起こ
り易いわけです。
ここではそれが良いとか悪
いとか、という価値の問題を
議論しているのではなくて、
スポーツの国際化と現象に何
らかの法則的な理解をしよう
とすると、こういうことも言
えると思うのです。その時に、
私たち日本人は、自分たち日
本人のスポーツというものを
どう考えていったら良いんだ
ろうか、そういうこともぜひ
お考えいただきたいのです。
それからここでの話題とし
ては、もう一つは、運動能力
というものは非常に高い文化
依存性を持っている。つまり、
言ってみれば、子どものころ
からそういうテレビなどを見
て、例えばボール・スローイ
ングならば、ジャイアンツの
投手のピッチングを子どもの
ころから見ていて、ボールを
握った時には、頭の中にある
程度イメージができあがって
いる子どもと、そういうもの
がない子どもがいる。それは
文化の差だということです
ね。
そういうものが、我々が生
物学的な能力だとと考えがち
な運動能力の中にも色濃く入
り込んでいるんだと、そうい
うようなことを含めて、スポ
ーツ教育の持っている役割というのは重大だ、と
いうふうに考えていただきたいのです。ちょっと
時間の関係で、この辺で、まずは切らせていただ
きます。
図６　スポーツ種目の分類別（Ward法による）
